










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（JTB 遊 ROAD 編集部）
●自然に親しむ機会を失いつつある現代人に
は、どのように自然と親しむか、というノウ
ハウが欠如しており、充分自然を楽しむこと
は難しい。（中略）このような中でいま注目さ
れてきているのがネイチャーゲームである。
（８頁）
（日本ネイチャーゲーム協会理事長降旗信一）
● 露天風呂めぐりで人気急騰―熊本県黒川温
泉―（１４頁）　　　（日観協調査部小口真紀子）
●スポーツ講習型観光の導入　Ⅰカヌー　Ⅱ乗
馬　Ⅲパラグライダー　Ⅳ（１９頁）
○一村一品から一村一風へ（５３頁）
（大分県知事平松守彦）
［概観・分析］
運輸省を中心に滞在型観光が指向された時代
であった。ここで問題になるのは滞在に耐え得
る価格設定と、何をして楽しむかということで
あった。本特集は何をするかに焦点をあてたも
のであった。「アウトドア」「ネイチャーゲー
ム」「黒川温泉」「一村一風」などのキーワード
が出ているが、これらは現在の観光に繋がって
いる言葉である。
■９３年１２月号：特集　公的観光施設の運営
●公的機関が運営する観光施設では、ハード面
は市町村が担当し完成後の管理運営を行政の
直営とせず、観光公社や第３セクターへ委
託、あるいは行政が特別会計を組んで行う
ケースが増えている。しかし、こういった施
設は計画段階では収支見通しが甘くなりがち
である。《特集扉》
（日観協調査部小口真紀子）
●昨今の観光事業では、数年前まで全国を席捲
した民間セクターの動きが完全に停止する一
方で、地方自治体など、公共セクターの活発
な動きが目につく。公共セクターが活発化し
た理由は自治体の観光事業に対する国の支援
制度が非常に充実してきたことにある。
（５ 頁）　　　（ラック計画研究所長三田育雄）
●第３セクターの数は増加しており、平成５年
１月１日現在４,４１４社と推定される。（１０頁）
（第３セクター研究学会事務局長出井信夫）
●北海道斜里町では、行政が観光地づくりを
し、そこで住民が仕事を得ている。地元の産
物を販売している。当たり前のことかもしれ
ないが大変新鮮かつ強烈な印象を受けた。
（２９頁）　　　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
第３セクターがブームとなっていた時期であ
り、官の信用力と民の資金力を併せた地域振興
が盛んに行なわれた。しかし、実際は資金力の
ない地方自治体と信用力のない民間の共同体で
あったと言わざるを得ない。その後、各地で第
３セクターの破綻が続き、連帯保証人になって
いる自治体の中には、破産してしまうところま
ででてしまっている。第３セクターは、本来、
官と民それぞれの優位な点を併せて誕生すべき
ものなのだが、当時の第３セクターには弱点を
補完しあうものが多かったのである。
海老澤　昭　郎
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